革 


四 


| ジャ クサ ス | 
航空 研究 開発 機構 機関 誌 


JAXASs 


細 1 旬 宇宙 衣 空 研究 開発 機構 機関 誌 


選 ロロ ロロ も nm セ 号 
打ち 上 げ 迫 る SELENE …3 


15 の 


し 


ゴ 
: 


中 il 


科 側 志 則 ミ ッ シ ョ ン 


絵 覧 
= 二 開 発 委員 会 の 松尾 弘毅 委員 長 と 本 誌 の 山根 ci 人 ジグ 
一 皿 編集 顧問 に 日 本 の 宇宙 開発 の 将来 に つい 国際 宇宙 ステ ーション 
ーーSRDSBINI お ふた り の 時 講 長期 潜在 」 へ 抱負 を 語る 
く な い 気さく な お 話 を ぜひ お 読み くだ さい 。 小惑星 | イト カワ 」 …………“9 
今回 の 表紙 は 若田 光一 宇宙 飛行 士 が 登場 で す 。 先般 、 国際 10 枚 の 写真 の カ 
宇宙 ステ ーション へ の 長期 滞在 搭乗 員 に 選ば れ 、 その 抱負 1 SR 3 
を 語り ます 。 巻頭 で は 今夏 打ち 上 げ ら れる 月 周回 衛星 「 セ 人 測 
レー ネ | の 15 の 科学 観測 ミッ ショ ン を ご 紹介 し ます 。 月 の の 宇和 開 和 が 
神秘 を 早く 解明 し た いで すね 。 本 誌 中 ほど の 見 開き ペー ジ 松 2 
は 、 探査 機 | は や ぶさ 」 が 撮影 し た 小惑星 | イト カワ | の 新 し 宇宙 開発 委員 会 委員 長 ノン フィ クシ ョ ン 作家 、 
い 画 像 を 掲載 し まし た 。 それ に し て も [イト カワ ] は 不思議 は 本 二 
な 形 を し て いま す 。 今 号 か ら 最後 の ペー ジ も 折々 の 各種 日 本 の 宇宙 開発 予算 は 
情報 を ご 紹介 する こと に し まし た 。 この ほど 筑波 宇宙 セン いく ら ? 
ー に 「HHI ロ ケッ ト ] の 実機 を 展示 し まし た が 、 ぜひ 同 セ ン 」 、 
ー に 足 を お 運び いた だ き 、 本物 に ふれ て いた だ きた いと | 
思い ます 。 また 、 東京: 丸の内 に あ 地 直 変 動 9 
る JAXA の 常設 展示 場 |JAXA 本 
JAXA 最 前 線 生生 8 旨 な (6( 提 4 日 


を リニュ ー ア ル し まし た 。 こち ら 
へ も ぜひ 皆さま で お いで くだ さ 
る よう 、 スタ ッ フ 一 同 お 待ち し て 


INTRODUCTION | いま す 。 


表紙 : 若田 光一 JAXA 宇 宙 飛 行 十 
ofO : Kg KU7 友 


月 レー ダサ ウン ダー (LRS)(4 本 ) 


月 磁場 観測 装置 (LMAG) 


粒子 線 計 測 器 
(CPS) 


リコ ン 半 導体 検出 器 
を 複数 使っ て 、 陽子 、 
a 線 ( 三 ヘ リウ ム 原 子 核 ) 、 


鉄 な どの 重 イ オン を 計測 する 。 
a 線 は ラド ン の 存在 を 意味 し 、 
それ は 地殻 変動 (月 面 の ひび 
割れ か ら の 気体 の 漏出 ) を 示 
唆 する 。 

[将来 の 月 面 で の 有人 活動 に 
備え 、 人 体 に 影響 を 与え る こ 
れ ら の 宇宙 線 (粒子 線 ) の 線量 
の 基礎 デー タ を 得る こと も 目 
的 の 1 つ で す ] 

高島 健 

宇宙 科学 研究 本 部 
助教 授 


ハイ ゲイ ン ア ン テ ナ 


(RSAT) 
リレー 衛星 搭載 中 継 器 
VLBI 電波 源 (VRAD) 


電波 科学 (RS) 
VLBI 電波 源 (VRAD) 


プラ ズ マ 観測 
装置 (PACE) 


近傍 を 飛び 交 う 電 
子 や イオ ン の 、 種類 や 
向き や エネ ルギー を 知る 


た め の 、4 つ の セン サー か ら 
な る 観測 装置 。 さ ら に 電子 に 
つい て は 、 月 の 磁場 に よっ て 
反射 され た 電子 を 正確 に 測 
る こと で 、 月 表面 の 磁気 異常 
を 知る こと が で きる (電子 反 
射 法 ) 。IMAG と の 同時 観測 に 
よる 相乗 効果 が 期待 で きる 。 
「 初 の 本 格 的 プラ ズ マ 観測 な 
の で 、" 新 発見 "の 期待 大 で す 」 
斎藤 義文 
宇宙 科学 研究 本 部 
助教 授 


(XRS) 


【LALT】 


レー ザ 高度 計 
(LALT) 


か ら 押 を 垂らし て 水 
深 を 測る よう に 、 衛 星 
直下 に 向け レー ザー 光 を 


放ち 、 反 射 光 が 戻っ て くる ま 

で の 時 間 を 精密 に 計る こと で 、 

月 面 まで の 正確 な 距離 を 測 

る 。 1 年 間 の 観測 で 3000 万 

ポイ ント 以上 の 測定 を 予定 。 
。 荒木 博志 

国立 天文 全 

(三鷹) 電波 研究 部 

RISE 推 進 室 

主任 研究 員 


蛍光 X 線 分 光 計 


ハイ ビジ ョ ンカ メラ 
(HDTV) 


ガン マ 線 分 光 計 (GRS) 

マル チバ ンド イメ ー ジ ャ (MI) 

スペ クト ルプ ロフ ァ イ ラ (SP) 

地形 カメ ラ (TC) 

レー ザ 高 度 計 (LALT) 

プラ ズ マ 観測 装置 (PACE) 
粒子 線 計測 器 (CPS) 

リレー 衛星 対向 中 継 器 

超 高 層 大 気 プ ラズ マイ メー ジャ (UP0I) 


月 磁場 観測 
装置 (LMAG) 


m の 伸展 マス ト の 
先 に 、 地 球 磁場 の 10 万 
分 の 1 以下 まで 計測 で きる 


磁力 計 を 搭載 。 マス ト が これ 
ほど 長い の は 、 衛星 本 体 か ら 
の 磁場 の 影響 を な くす た め 。 
宇宙 空間 で の 磁場 観測 は [日 
本 の お 家 芸 ] の 1 つ 。 観 測 に よ 
っ て 「 月 の 磁極 の 変遷 ] が 明 
ら か に な れ ば 、 30 億 年 一 40 億 
年 前 の 月 の よう す (と 地球 と 
の 関わ り ) を 知る 重要 な 手 が 
か り と な る 。 


[新しい こと が わか る 楽し み 


も あり ます が 、 さら に 謎 が 広 
が る 楽し み も ある 。 観測 デー 
タ を 心待ち に し て いま す ] 
呈 細川 秀夫 


に 間 素 京 工業 大 学 大 学院 
回 理工 学研 究 科 


教授 


太陽 電池 パドル 


月 レー ダ 
サウ ンダ ー 
(LRS) 


群 探知 機 や 超 音 波 
エコ ー 診 断 装置 に 似 た 
原理 の 観測 装置 。 た だ し 使 


う の は 超 音 波 で は な く 、800 
W と いう 大 出力 の 5MHz 帯 
(波長 60m 前 後 ) の 電波 。 この 
周波 数 帯 の 電波 は 浸透 力 が 高 
い の で 、 月 面 か ら の 強い 反射 
の 後に 、 地 下 か ら の 反射 波 ( 最 
深 で 5km 程 度 ) が 遅れ て 帰っ 
て くる 。 これ を 厳密 に 測定 す 
る こと で 、 地下 構造 に つい て 
の 手がかり を 得る 。 
[将来 の 月 面 基 地 は 地下 に 設 
けら れる か も し れ な い の で 、 
そこ で も 役立つ デー タ に な る 
と 期待 し て いま す ] 

| 小野 高 
東北 大 学 大 学院 
理学 研究 科 

孝和 


方 視 ・ 後 方 視 の 2 つ 
の 可視 光 カ メラ で 月 面 
を 撮像 。 SELENE は 、 月 


の 両極 を 通り タテ に 周回 する 
「 極 軌道 ] を と る た め 、27 日 周 
期 の 月 の 自転 に よっ て 、 月 の 
全 表 面 の 詳細 な 立体 地形 図 
が 得 ら れる 。 総 面 積 が アフ リ 
カ 大 陸 十 南極 大 陸 に 相当 す 
る 月 の 「 白 地図 」 の 上 に 、 他 の 
観測 機器 か ら 得 られ た 情報 
(地質 、 鉱物 、 元素 分 布 、 磁 
気 異常 、 重力 異常 な ど ) が 重 
ね られ て いく こと に な る 。 
[人 類 に と っ て これ か ら 長 い 間 、 
“10m 解 像 度 " の “月 全球 "の 
“立体 デー タ ” が 、 月 の 科学 研 
究 と 利用 の 両面 で 、 た い へ ん 
重要 な も の と な る で し ょ う ]」 
春山 純一 


宇宙 科学 研究 本 部 
助手 


マル チバ ンド 
イメ ー ジ ャ (MI) 


00nm( ナ ノ メ ー ト ル ) 
1000nm と 1000nm 
<1550nm の 波長 の 可視 


光 ・ 近 赤 外 光 を 連続 多 色 撮像 
する 装置 。 こ れ に より 月 全 
面 に わた る 地質 情報 を 、 従 
来 より 一 桁 高 い 精度 で 得る 
こと が で きる 。 
[人 間 の 目 に は モノ トー ン に 
し か 見 えな い 月 面 も 、 こ の 方 
法 で 見 る と か な り カ ラフ ル な 
世界 な ん で す ] 
大 竹 真紀 子 
= 宇宙 科学 研究 本 部 
助手 


スペ クト ル 
プロ ファ イラ 
(SP) 


星 直 下 の 幅 500m と 
いう 狭い 範囲 を 、 可視 
ー 近 赤 外 の 広い 波長 帯域 


に わた り 連 続 観測 する 。 [回 
折 格 子 ] と いう 光学 素子 を 用 
いて 約 500nmー2600nm の 波 
長 ( 色 ) を 296 に 分 割 ・ 識 別 す 
る 。 この こと に より 、 鉱 物 の 
種類 まで 特定 で きる 。 
[原理 は 違い ます が 、 太 陽光 が 
雨粒 で 虹 の 七色 に 分 割 さ れる 
の と 似 た よう な イメ ー ジ で す 。 そ 
れ を 精密 に 計測 する わけ で す 」 
松永 恒雄 

庫 国立 環境 研究 所 
地球 環境 デー タ 
ベー ス 推 進 室 室長 


蛍光 X 線 分 光 計 
(XRS) 


表面 か ら の X 線 を 
計測 する こと で 、 そこ 
に どん な 物質 (元素 ) が あ 


る か を 知る た め の 観 測 装 置 。 
この X 線 は いわ ば 、 月 表面 
の 物質 が 太陽 か ら の X 線 に 
“叩か れ て 鳴る "こと で 出 た 
電磁 波 。 物質 固有 の “音色 " 
を 持つ た め 、 月 を 周回 し な 
が ら そ れ を 正確 に “聞き分け 
る "こと で 、 物 質 の 分 布地 図 | 
が で き あ が る 。 

[衛星 全体 に と っ て は 不都合 
で す が 、 太陽 フ レア で 太陽 か 
ら の X 線 が 強く な れ ば 、 それ 
だ け 観 測 精度 も 上 が る ん で 


助教 授 


岡田 達 明 
| 中 利 学研 究 本 部 


ガン マ 線 分 光 
計 (GRS) 


宙 線 (宇宙 空間 を 
飛び 交 う 高速 粒子 ) を 
受け 、 月 面 の 物質 は ガン 


マ 線 と 呼ば れる 放射 線 を 発 
する 。 ガン マ 線 は 、 X 線 より 
さら に 波長 が 短く 透過 力 の 
強い 電磁 波 だ が 、 こ れ を 高 
精度 に 識別 する こと で 、 月 
表面 の 元素 の 存在 量 を 測定 
する 装置 。 検出 器 の ゲル マニ 
ウム 半導体 を 、 冷凍 機 で マイ 
ナス 180 度 C 以 下 に 冷却 し 、 
従来 の 10 倍 以上 の 精度 を 得 
る 。 

“月 の 水源 探し "に も 貢献 す 


る は ず で す ] 
長谷 部 信行 


靖国 家田 大 学 
理工 学術 院 
教授 


基 直 高 居 大 気 
プラ ズ マ イメ ー ジ ャ 
(UPI) 


球 の 超 高層 大 気 ( 酸 
素 イ オン と ヘリ ウム イ 
オン ) が 発する 極端 紫外 光 


を 観測 する 望遠 鏡 (TEX) と 、 
地球 を すっ ぽ り 視野 に 収め る 
口径 136mm の 可視 ・ 近 赤 外 
望遠 鏡 (TVIS) を 、 常 時 地球 を 
指向 する よう に 作ら れ た 特殊 
な ジン バル 機構 に 搭載 。 南 北 
両極 の オー ロラ 同時 発光 な ど 
を と ら え る 。 

吉川 一 朗 
東京 大 学 大 学院 


理学 系 研究 科 
准 教 授 


電波 科学 (RS) 


星 か ら の 電波 が 月 
すれ すれ を か すめ て 地 
球 に 届く タイ ミン グ に 合 


わせ 、 長野 県 の 山中 の 大 型 
アン テ ナ で 受信 。 周波 数 の ズ 
レ な ど を 比較 する こと で 、 月 
に 電離 層 (電荷 を 帯び た 希薄 
な ガス の 層 ) は ある か 、 あ る 
な ら ば どう 分 布 し て いる か 
を 明らか に する 。 

今村 間 


中 王 由 科 学研 究 本 部 
授 


リレー 人 衛星 
(RSAT) 


VLBI 電波 源 
(VRAD) 


LBI] と は 、 遠 方 の ク 
エー サー ( 準 星 ) か ら の 
電波 を 複数 地点 で 受信 し 、 


Ok 9 の 裏側 は 地球 か ら 
ハイ ビジ ョ ン は 見 えな い が 、 そ こ を 大 陸 間 の 移動 速度 な ど を 精密 
= 飛ぶ SELENE を “見 る "た に 測量 する 手法 。 こ れ を 逆 用 
カ メ フ ( H DTV) め に 、 子 衛星 を いわ ば "手鏡 " し 、 地 上 の 複数 の 受信 局 で 子 
角 と 望遠 の 2 台 の と し て 使い 、 正 確 に 軌道 を 決 ” 衛星 か ら の 電波 を 受け 、 子 衛 
ハイ ビジ ョ ンカ メラ で 定 する 。 こ れ に より 月 の 重力 星 の 精 密 な 軌道 決定 を 行う 。 写っ 
隊 王 /[ 月 の 地平 線 か ら の 地球 場 を 高い 精度 で 知る こと が で 分 区 後 は 軌道 変換 を 行わ な い 
の 出 」 を 撮像 し 、1 分 間 の 撮 きる 。 重 力 場 は 地下 の 重い 物 。 子 衛星 の 、 軌 道 変化 の 長期 ト 
[ き ぼ ぽう 日 本 実験 棟 ( 想 像 図 ) 像 デー タ を 約 20 分 か け て 地 質 の 分 布 を 意味 し 、 そ れ が 月 レン ド に は 、 月 の 重力 場 に 関 
球 に 伝送 。 人 類 が 初め て 目 に 形成 の シナ リオ を 示唆 する も する 重要 な 情報 も 含ま れ て く 
する 高 精細 の 動画 と な る 。 の と な る 。 る 。 
山崎 順一 + 誠 王 。 並木 則 行 花田 英夫 
に 州 大 学 大 学院 立 天 文人 
右 ーー 和信 、 内 由 イ | 『- 1 上 肪 教 准 教 授 
に ーー さ ミ ジェ ふく ヽ る ー に 
国際 宇宙 = ペン 648 で 245 も 08202 衝 せ 7 まり 精 
ゴゴ の け や れ っ しゃ 感 苗 8 計 役 ら ル 面 月 ン 値 確 工 あ 面 た 注 け れ ほ 馬 学 
衝 A 上 26137c2K5224W10MP32282H18E て 明 
中 立 た 用 yg つ 改 生 
\- 計 た る 品 も 1 る 人 ませ R う 信 の まり て 史 半 し また まっ 5 見 吾 
踏 い プ 測 で り 原 解 と うわ 対 に な 構 到 き を 大 相 を 地 問 相 ミ シ ツ 
NN 和 ま 最 ラミ き プ 理 能 と に と けり 値 … 反 計上 きき まき 角 で 骸 取 形 信 乗る ひ ) 
% 終 ッ ま レ の な 2 ぅ うい は 記 で 付 T 射 年 る る 直 和 侍 得 カ 生 効 > マ ゃ 
2 的 マシ ます) 四 ど る す ン よき C の 久 で ん と 下 上 し メ さ 所 3 † や 
ー を 作る まる すす 
ミ 、 証 そ を 、 共 と の 1 元 分 光 形 A を ま 波 | い 電 ザ が ひも は っ ご 」 
ーー 全 生れ 調 月 汗 サ 違 で 素 光 X デ ルキ の ダ そ ま 1| い と の ・ 重 ゃ 
HH と ら べ の 紫 ] うす 分 計 線 1 エ ャ が 反 1 の で 高 こ で で 非 複 ンジ 
ー * 内 * ゞ EEF 記 ー ト ヽ コ ピロ コ コス ニ SN 見 こ き う う こ ン 進 
国際 宇宙 ステ ーション の 第 18 次 長期 半 在 搭乗 貞 に 決ま っ た 若田 光一 宇宙 飛行 士 。 す 息 い の た と 入 と らく 5 れ を ア る し の を が スヤ 
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顕微 鏡 な ど ミネ ル バ 搭 載 カ メラ 可視 分 光 撮 像 カメ ラ 航法 カメ ラ (ONC-W) 可視 分 光 撮 像 カメ ラ 航法 カメ ラ (ONC-T) 航法 カメ ラ (ONC-T) 航法 カメ ラ (ONC-T) 機 上 の スタ ー ト ラッ カー 地上 の 天体 望遠 鏡 観測 手段 プ カ メ ラ 
(=AMICA) (=AMICA) (=AMICA) (=AMICA) (=AMICA) 
数 mm 数 m 一 数 cm 最 接近 時 約 60m 降下 中 (数 百 一 数 十 m) 約 7ー2.5km 約 20km 約 125km 約 1000km 約 3 万 5000km 約 1 億 2000 万 km 距離 
約 100 万 ピク セル ホー ム ポ ジ シ ョ ン よ り ゲー ト ポ ジ ショ ン よ り 数 ピク セル 1 ピク セル 1 ピク セル 画像 サイ ズ な ど 
2010/6 以 降 2005/11/12 2005/11/12 2006/11/20 2006/10/22 2005/978 2005/978 2005/9/4 2005/7/29 前 後 2006/11/24 撮影 年 月 日 
2010 年 6 月 に カプ セル カメ ラ を 搭載 し た 小型 今回 、 こ の カメ ラ で 撮像 「 イ トカ ワ 」 へ の 最後 の 接 「 イ トカ ワ | に 数 km まで 接 到着 宣言 を 出す 予想 外 単に 細長 い だ け で な く 初め て 複数 ピク セル で の 星 の 位置 を 確認 する た め 〇 の 中 央 が 小惑星 「 イ ト 
が 帰還 、 サ ンプ ル 収 容 に ロー バー[ ミ ネル バ 」 か ら され た 1600 枚 あま り の 近 中 に 撮影 され た 「 は や 近 、 極 方 向 に 移動 する な に 変化 に 富ん だ 表面 が 「 く びれ 」 が ある 形状 が 明 画像 が 得 られ 、 予 想 通り の カメ ラ で 、 そ れ ら し き カワ |。 小 惑星 は 非常 に 


成功 すれ ば 、 小 惑星 その 
も の を は じ め て 間近 に 見 
2 の KG の 5 

「 どこ で 採っ た か が わか 
っ て いる た め 、 さ ら に サ 
ンプ ル と し て の 価値 が 
高い も の 。 帰 還 を 願っ て 
いま す |( 安 部 ) 

10 枚 目 の 空白 を 埋め る 
た め 、 必 死 の 帰還 運用 
が 続け られ て いる 。 
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Not Available Now 


の 、「 イ トカ ワ ] 表面 の 写 
真 が 期待 され た が 、 ミ ネ 
ル バ の 接地 は な ら ず 。 た 
だ 、 数 m の 距離 か ら 「 は 
や ぶさ ] の 太陽 電池 の 緑 
が と ら え られ た 。 
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画像 を は じ め と する 全 観 
測 デ ー タ が イン ター ネッ 
ト で 公開 され た 。 解像度 
は セン チ メ ー ト ル (cm) 
の オー ダー。 

「 ま る で 自分 が フィ ー ル 
ド 調査 に 行っ て の ぞ き 込 
ん だ よう な 精細 な 画像 」 
(安部 ) 


6 
eroid ^Htokaw 


ぶさ ] の 機 影 と 、「 イ トカ 
ワ ]」 表 面 で 光る 88 万 人 
の 名 前 を 載せ た ター ゲッ 
トマ ー カ ( 影 左 上 の 輝 点 ) 


ど し て 視点 を 変え な が ら 
詳細 な 観測 が 続け られ 
た 。 最 新 の 取得 画像 を も 
と に 、 着 地 候 補 地 点 の 
検討 も 行わ れ た 。 
『Science」 の 表紙 を 和 飾 
っ た 写真 も この 頃 に 撮 
影 さ れ た も の 。 
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明らか に な り 、 後 に 由 野 
台 と な る 岩 塊 も は っ き 
り と 見 える 。「 ラッ コ ] と 
呼ば れ は じ め る の も 、 こ 
の 頃 か ら 。 


ら か に な り 、「 ま だ ら 模 
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じ め 、 表 面 が 「 単 調 で 一 
様 で は な い | と いう こと 
も わか り は じ め て きた 。 
「 昨 日 まで の じゃ が いも 
が 今日 は 南京 豆 。 こ の こ 
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の 細長 い 形 状 が 明らか に 
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で ある こと を 確認 し た 。 
輝度 の 変化 は 自転 周期 
を 意味 する 。 


数 が 多い た め 、 将来 に わ 
た っ て も 地上 か ら の 光学 
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月 25 日 午前 9 時 42 分 頃 、 石 川 県 
能登 半島 沖 を 震源 と する マグ ニ 
チュ ー ド 6.9 の 地震 が 発生 し まし た 。 こ 
の 地震 は 、 石 川 県 の 七尾 市 、 輸 島 市 、 穴 
水町 で 岩 度 6 強 を 観測 し た ほか 、 北 海道 
か ら 中 国 ・ 四 国 地方 に か け て 広い 男 囲 
で 揺れ が 感じ られ 、「 平 成 19 年 (2007 年 ) 
能登 半島 地震 」 と 名 付け られ まし た 。 
3 月 28 日 、 陸 域 観測 技術 衛星 「 だ い 
ち 」 は 被災 地 の 緊 急 観測 を 行い 、 土 砂 
崩れ の よう す な ど を 確認 し まし た 。 こ 
の 観測 に 用 いら れ た の は 「 だ いち 」 の 
「PRISM」 及 び 「AVNIR-2」 と いう 光学 
セン サー で す 。 この よう に 、 どこ で 人 災害 
が 起こ っ て る 数 日 以内 に 被災 状況 を 確 
認 で きる の が 、「 だ いち 」 の 光学 セン サ 
ー の 特徴 で す 。 


能登 半島 周辺 の 
地殻 変動 図 


[PALSAR」 で 観測 し た 4 月 
10 日 の 画像 デー タ と 、2 月 
23 日 に 取得 され て いた 画 
像 デー タ を 用 いて 差分 干 
渉 処理 を 行っ た も の で 、 
能登 半島 地震 に よる 地殻 
変動 の 様子 が 色 で 表 さ れ 
て いま す 。 特に 震源 地 周 
辺 に お いて 色 の 変化 が 激 
し く 、 震源 周辺 約 40km 四 
方 の 地盤 が 隆起 し て いる 
の が わか り 、 最 大 45cm も 
の 隆起 が 見 られ ます 。 

( 色 の 一 周期 は 11.8cm の 
変動 を 表し て いま す ) 


4 月 10 日 に は 「 だ いち 」 の 合成 開 ロ レー 
ダー[PALSAR」 を 用 いて 、 被 災 地 の 地殻 
変動 の よう す が 観 測 さ れ ま し た 。 

「PALSAR」 は 、 衛 星 か ら 電波 を 発射 
し て 、 地 面 で 反射 し て きた 電波 を 受信 す 
る セン サー で す 。 反射 し て 戻っ て きた 電 
波 に は 、 衛 星 と 地面 まで の 距離 の 情報 
が 含ま れ て いま す 。 し た が っ て 地震 発生 
前 と 発生 後 の レ ー ダ ー 画 像 の 「 差 」 を と 
る と 、 地 震 に よっ て 地面 が どの よう に 動 
いた か が わか り ま す 。 この 手法 は 「 差分 
干渉 処理 」 と よ ば れ て いま す 。 

国土 地理 院 に お いて も 、GPS 観 測 等 
か ら 断 層 面 の プレ に よる 地 鼓 変動 が 検 
出さ れ て いま す が 、「PALSAR」 に よる 観 
測 で 、 この 地殻 変動 を 裏付け る 観測 結 
果 が 得 ら れ ま し た 。 


4 月 10 日 に [PALSAR」 で 
観測 し た 能登 半島 の 画像 
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ns っ 作 


2007 年 度 は 1838 億 円 を 計上 
規模 は NASA の 約 10 分 の 1、 
ESA の 約 2 分 の 1 

JAXA の 行っ て いる 仕事 は 宇宙 航空 
分 野 の 多岐 に わた っ て いま す 。 ロケ ッ ト 
や 人 工 衛星 の 開発 や 打ち 上 げ 、 航空 機 
関係 の 研究 開発 、 宇宙 科学 の 研究 、 国 
際 宇 宙 ス テー ショ ン の | き ば ぼう] 日 本 実 
験 棟 の 開発 や 運用 、 有 人 宇宙 活動 な ど 、 
さま ざま で す 。 こう し た 活動 の た め の 
予算 と し て 、 2007 年 度 は 1838 億 円 が 計 
上 され て いま す 。 

06 年 度 ま で の JAXA の 予算 を 、 NASA 
(米国 航空 宇宙 局 ) 及び ESA (欧州 宇宙 
機関 ) と 比べ て みた の が 【 図 1】 で す 。 こ 
れ を 見 る と わか る よう に 、JAXA の 予算 
は NASA の 約 10 分 の 1、 ESA の 約 2 分 の 1 
の 規模 と な っ て いま す 。 NASA の 予算 は 
と る の どこ と 絢 和 と 増加 傾向 を 示し て い 
ます 。 ESA は ほぼ 同 水 準 で 推移 し て い 
まま S95 に MP 
わずか な が ら 減 少 傾向 に あり まし た 。 

ちな み に 07 年 4 月 現在 の JAXA の 職員 数 
は 1649 名 で す 。 こ れ は NASA の 約 10 分 の 1 、 
ESA の 約 5 分 の 1 の 規模 に 当たり ます 。 


ロケ ッ ト 打 ち 上 け げ 成 功 率 は 
90% 以 上 限ら れ た 予算 と 人 上 で 
世界 的 に 高い 水準 の 実績 


その 国 の 宇宙 計画 が どの くら いう ま 
くい っ て いる か を 見 る 目安 の 1 つが 、 ロ 
ケッ ト の 打ち 上 け げ 成 功 率 で す 。【 図 2】 は 
各国 の 打ち 上 げ 成 功 率 を 比較 し た も の 
で す 。 日 本 の 場合 、 こ れ ま で に 57 回 の 
打ち 上 ば げ を 行い 、52 回 成功 し まし た 。 
打ち 上 け げ 成 功 率 は 90% を 超え 、 ロ シア 、 
欧州 、 米 国 と 肩 を 並べ て いま す 。 JAXA 
が 限ら れ た 予算 と 人 員 の 中 で 、 世界 的 
に 高い 水準 の 実績 を あげ て いる こと が 
お わか り い た だ ける と 思い ます 。 


2005 年 3 月 に 策定 し た JAXA の 長期 ビ 
ジョ ン の 中 で は 、「 宇 宙 航 空 技術 を 活用 
する こと で 、 安 全 で 豊か な 社会 の 実現 に 
貢献 する ] こ と を 、5 本 の 柱 の 中 の 1 つと 
し て あげ て いま す 。 宇宙 航空 の 分 野 は 、 
ます ます 私 た ちの 生活 と 深い 関わ り を も 
つよ うに な っ て いき ます 。 JAXA は 、 これ 
か ら も 宇宙 航空 の 分 野 で 皆さま の 生活 
に 役立つ こと を 大 き な 目 標 の 1 つと し て 
活動 を 続け て いき た いと 考え て いま す 。 


ご の コー ナー で は 、 JAXA が 全国 各地 で 開催 し て いる 
タウ ン ミ ー テ ィング や 講演 会 、 展示 会 な ど で 
読者 の 方 々 か ら 寄 せら れる こと が 多い 質問 を 選ん で 、 
皆さま に お 答え し て いき ます 第 1 回 目 は 、 
[日 本 の 宇宙 開発 全体 で か か る 予算 は どの ぐら いな の か ? | 
こつ いて お 答え し ます 


日 本 、 ア メリ カ 、 ヨ ー ロ ッ パ の 予算 比較 【 図 1】 
宇宙 航空 研 究 開発 機構 (JAXA) 上 欧州 字 宙 機関 (ESA) 男 米 国 航空 宇宙 局 (NASA) 
(単位 : 億 円 ) 


17.820 !8.102 
16,956 17,016 
16,273 
15,679 
15,080 15,002 15,032 14,961 


1 1 上 上 1 上 上 上 


1 時 時 
*1 米 ドル 110 円 、1 ユ ー ロ ー128 円 で 換算 


各国 の ロケ ッ ト 打 ち 上 げ 成 功 率 【 図 2】 


100% 
1442/1507 成功 数 / 打 ち 上 げ 数 
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498/535 85/93 52/57 
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70% 
15/22 
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ロシア 欧州 米国 中 国 日 本 イン ド イスラエル 


*1980 年 1 月 1 日 一 2007 年 4 月 30 日 まで の 打ち 上 げ 実 績 に よる 
*※ ロ シア は 旧 ソ 連 、 ウ クラ イナ を 含む 


* 上 記 分 類 を また ぐ 多 国籍 企業 (シー ロン チ 社 、 イ ンタ ー ナ ショ ナル ロン チ サ ー ビ シズ 社 、 ユー ロコ ッ ト 社 、 


スタ ー セ ム 社 ) に よる 打ち 上 げ は 除く 


4 是 


A 人 欠 A 


前 
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| き ぼう ] 旧 本 実験 棟 の 
] ち 上 げ キ ャ ッ チ フレ ー ズ 募集 
宙 ス テー ショ ン に 取り 付け 
る 「 き ば ぼう] 日 本 実験 棟 の 打 
ち 上 げ が 、 来年 か ら 始 まり ます 。 


参考 

過去 の 日 本 人 宇宙 飛行 士 
搭乗 ミッ ンション の キャッチフレーズ 
人 @STS-114 | 翔べ ! き ぼ う の 未 来 園 へ 」 


パネ ルディ スカ ッ シ ョ ン で は 活発 な 議論 が 交わ され た 


INF ロ RMIATION 避 


来 夏 打 ち 上 げ 予 定 の 
H-IIA に 
相乗 りす る 
小型 副 衛 星 を 


いこ に / 定 
寺下 


4 月 24 日 の 記者 会 見 で 質問 に 答え る 川口 淳一 郎 プ ロジ ェクト マネ ー ジ ャ 


突 恐 芝 
本 10 みす] 


陣 言 窒 


L NOIT ユ 間口 コ NI 


3 回 に 分 け て 行わ れる この 取り (野口 宇宙 飛行 二 ) 坂 
付け ミッ ショ ン に は 、TAXA の 土井 介 STS-92「 地 束 人 の 世紀 へ は 、 昨 年 、 H-IA ロ ケッ ト に IE ーー と 
隆雄 、 星 山 彰 彦 、 莉 田 光一 の 3 er りす る 小江 衛星 の 公 基 を 半 二 き の 5 の の 8 の た Pa を 球 
人 の 宇宙 飛行 士 が それ ぞ れ 参 加  ( 利 軸 避 行 二 ) = mo 始 し 、 技 術 調整 等 行っ て きま し 暫 限 私 後 開 と ご た ン ラ オ 式 世 用 基 ク 1 オ 転 い 着 帰 
人 本 が の 26 お 0 OGA UN IS 上 化 な ど の 自 放 研 究 、 コニー た が 、 と の ほど 来 存 打ち 上 げ 予 。 用 の いも 符 ず 所 居 そそ と が ふい た シル ン を 名 し 開 
現在 、 よ り 多く の 方 々 に こ の 一 Ter 「 宮 たち の 和 具 と の 寺 て 地球 全体 を 勧 滑 する も っ プ ト 和 3 定 の 温 補 効果 ガス 維 測 技術 衛星 反 当 法 其 今 い ら 方 も シン 遂 具 ン 基 ン 旭 帰 コ 秋 を 始 迫 
NZ IN の 旨 し を も で Pe 吉本 と も る 有効 な 手段 で ある 衛星 観測 来 で 衣 る 「GOSAT」 の 相乗 り を 想定 し た り に ら 載 軸 全 法 の MM ジ と に 航 含 ホ の ジ し 導 は た な の べ 、 
いた だ く た め 、| キャ ッ チ フレ ー (若田 宇宙 飛行 十 ) の ある べき 姿 に つい て 検討 する > ッ 1 化 小型 衛星 6 機 を 選定 し まし た 。 上 細 機 表 帰 策 栓 経 持 運 な 了 運 人 人 みろ ド 上 ぶ MM 月 向 
ズ ] の 募集 を 行っ て いま す 。 締め @STS-47 「 ふ わっ と 92] [気候 変動 予測 と 衛星 鶴 測 の 林 マク が $9 昨年 の 公 間 は 、2008 年 度 以降 の 。 そ ハ 心 の し 胃 昌 対 年 くめ て た 区 ビル 姿 り た けさ 星 に 

切り は 7 月 31 日 。 詳細 は JAXA ウ 〔〒 利 宇宙 飛 行 土 来 シ ン ポ ジウ ム | を 4 月 26 日 、 東 ン こと 5 H-IA ロ ケッ ト の 相乗 り 打 ち 上 げ い 引 の 状 人 た 処 を 劣 ィ 推 な 行 て 3 勢 2  E ゴ け 
ブサ イト の 、 盾 wp チワ レー ズ 京 ・ 大 手 町 で 開催 し まし た 。 示 動 # を 対象 に 行い 、 企 業 ・ 大 学 等 か 。 まき 注 態 あめ が 慣 化 オ カ 記 次 うぅ る 基 制 シ 本 ・ ト 

に 3 え 六 公 昔 さ ま 続 意 に で の つ 重 を ン 方 と 勢 た 訳 の 御 ョ 格 4 カ 上 

募集 事務 局 (TEL.029-868-3074) TAXA が 現在 、 推進 する [地球 環 で ヾ ツ 予 ら 総数 21 件 も の 応募 を いた だ き すき と 注 す 巡 い に ふ エ 向 た 制 訟 う 用 ン 巡 月 ワ げ 

まで お 問い 合わ せく だ さい 。 左 か ら 土 井 、 星 出 、 若 田 の 各 宇 宙 飛 行 二 境 変動 観測 ミッ ショ ン (GCOM) 」 まし た 。 その 中 か ら 19 件 を 選び 、 帰 最 意 * 航 た 進ま ン と の 御 ^ へ 学 ち リ ホ 航 25 に ら 


作文 絵画 コン テス ト の 募集 ポス ター 


JAXAS 
回 1 人 宇宙 航空 研究 開発 機構 機関 誌 


発行 企画 倫 JAXA( 宇 宙 航 空 研究 開発 機構 ) 
編集 制作 傘 財 団 法人 日 本 宇宙 フォ ー ラ ム 
デザ イン 欠 Better Days 

印刷 製本 供 株 式 会 社 ビ ー・ シ ー・ シ ー 
平成 19 年 6 月 1 日 発行 


JAXA's 編集 委員 会 
委員 長 的 川 枯 宣 


副 委 員 長 矢代 清高 
委員 阪本 成一 


顧問 山根 一 眞 


や 「 雲 ・ エ アロ ゾル 放射 ミッ ショ 
ン (EarthCARE) 」 の 紹介 や 、 気 
候 変 動 と 社会 と の 関わ りな ど を 


kN 
(Y 党 


ノ - 0 
論点 と し た 講演 が 行わ れ 、 最 後 開 箱 
に まとめ と し て 「 統 合 す る 地球 
研究 真実 を 探る 力 と 我々 の 未 催 午 
来 ] を テーマ に パネ ルディ スカ ッ シ 観 


ョ ン を 行い まし た 。 測 


INFORMIATION 


全国 小 ・ 中 学生 
作文 絵画 コン テス ト の 
作品 昌 集 


サ 日 みす 皆 で 描 ろ な げ マ 募 に : 
イ で て を さ の い に ん ら は 集 し 
ト ま くだ ご ん 生 て 月 で れ 青 を た て 
で 2 だ 作 が 清 w が こる 過重 作 9 
ご 詳 さ 文 想 こ た ど 皆 月 に っ 文 全 目 
確 レ し いま 像 月 だ うさ 探題 て 絵 国 12 
認 く * た す で き な ん 査 い い 画 の 
く は 締 は る の まう が 箱 を き ュ 小 日 
だ すめ 府 未 信 す で 天星 V す サン : 
き A 切 画 来 事 ちゃ い 人 も 。 > テ 四 宇 
い 双 り に の の 月 る に し と 今 今 ス 学 再 
A は ま 月 エ 旅 か を 1 夏 年 ト 生 の 
ウゥ 7 と の 計 行 を つ ネ 打 の の を 日 
ェ 月 め よ 合い 思 た に ち テ 作 対 を 
ブ 31 て うこ 月 い に こち 上 |1 品 象 記 


| 小型 衛 星 搭載 候補 リス ト 」 に 登 
録 し まし た が 、 今 回 は 、 そ の 中 
で 来年 度 打ち 上 げ を 希望 する 13 
件 の 小型 衛星 を 対象 に 、 上 記 の 
機会 に 相乗 りす る 小型 衛星 を 選 
考 し た も の で す 。 
選考 に 当たっ て は 、 衛 星 開 発 の 
進捗 状況 や 、 安全 上 の 諸 要 求 に 
適合 する と いっ た 技術 的 な 要件 
と 共に 、 ミッ ショ ン 内 容 や 宇宙 開 
発 の 裾野 の 広がり や 注 及 効果 、 
教育 面 や ビジ ネス 面 で の 効果 な 
どの 観点 も 評価 に 加え まし た 。 
相乗 り 小型 副 衛 星 の 


選定 結果 
(応募 機関 、 衛星 名 と ミッ ショ ン 内 容 ) 
50cm 級 


人 @ 東 大 阪 宇宙 開発 協同 組合 「SOHLA-1」 
(地域 産業 活性 化 、 
PETSAT 先 行 実 験 、 雷 観 測 ) 
信 東 北大 学 「 ス プラ イト 観測 衛星 
(SPRITE-SAT)」 
(スプ ライ ト 現象 ・ 地 球 起源 ガン マ 線 観測 ) 
10cm 一 30cm 級 
介 ソ ラン 株 式 会 社 「 か が や き ] 
(障害 を も っ た 子ども た ちの 夢 を 
宇宙 に つなげ る 活動 ) 
信 東 京 大 学 「PRISM] 
(伸展 式 屈折 望遠 鏡 に よる 
地球 画像 取得 実験 ) 
條 香川 大 学 「STARS」 
(テザー 宇宙 ロボ ッ ト 技 術 実証 試験 ) 
@ 都 立 産業 技術 高等 専門 学校 
「 航 空 高専 衛星 KKS-1] 
(マイ クロ スラ スタ 及び 
3 軸 姿 勢 制御 機能 の 実証 ) 
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イタ リア 宇宙 機関 と 共催 で 


リア の 春 2007| の イベ ント の 1 

し て 、 イタ リア 宇宙 機関 (ASI) 
と JAXA の 共催 に より 「 宇 宙 に お 
ける イタ リア 」 を 開催 し まし た 。 
東京 ・ 泌 留 の Shiodomeitalia ク リ 
エイ ティ ブ セ ン ター で 5 月 18 日 
に 行わ れ た オー プ ニ ン グセ レモ 
ニー で は 、 駐日 イタ リア 大 使 、ASI 
総裁 の ご 挨拶 の 後 、 立 川 敬二 理 
事 長 が 挨拶 し 、 日 本 と イタ リア の 


宇宙 に お ける イタ リア 」 を 開催 


デザ イナ ー に よる 宇宙 ファ ッ シ ョ 
ン シ ョ ー を 行い まし た 。 また 、 同 
セン ター で イタ リア の 最新 の 宇宙 


工学 技術 が 紹介 され た ほか 、 東 入 
京 ・ 九 段 に ある イタ リア 文化 会 館 目 


で は 、「 宇 宙 技 術 に よる 防災 に 
関す る シン ポジ ウム | (5 月 23 日 ) 
や 吉川 聡 宇宙 飛行 士 と 2 名 の イ 
タリ ア の 宇宙 飛行 士 に よる 講演 
会 (5 月 29 日 ) も 行い まし た 。 


上 宇宙 ファ ッ シ ョ ン シ ョ ー 
中 挨拶 する 立川 理事 長 
下 グ JAXA の 展示 コー ナー 


1 晶 


情報 セン ター「JAXA i」 


H-IA ロ ケッ ト の メイ ン エ ンジ ン 


| LE-7A | の 実物 を 見 に 行こ う 


京 駅 か ら 徒 歩 1 分 。 丸の内 オア ゾ 

に ある 「JAXA i| は 、 本 物 の ロケ ッ 
ト エ ンジ ン や 宇宙 服 の レプ リカ 、 宇 宙 
か ら 見 た 地球 の 映像 な ど を 展示 し て い 
ます 。4 月 の リニュ ー ア ルオ ー プ ン で 、 
日 本 の 主 カ ロケ ッ ト H-TA の メイ ン エ ン 
ジン 「LE-7Al も 登場 。 都心 に いな が ら 
に し て 宇宙 開発 の 最前 線 に ふれ られ る 
スポ ッ ト で す 。 


人 @ 
IJAXA il は 、 
/ 皆様 と 宇宙 を 結ぶ 
広場 で す 。 


オア ゾ 
ショ ッ プ & レ スト ラン 
2F 


東京 駅 


東京 駅 丸の内 北口 より 徒歩 1 分 
10:00 一 20:00 年 中 無休 
(元旦 及び 2 月 第 3 日 曜日 を 除く ) 


筑波 宇宙 セン ター 
月 21 日 の 筑波 宇宙 セン ター 特別 H-T ロ ケッ ト 実 機 を 展示 


公開 に 合わ せ て 、「H-I ロ ケッ ト 実 N 
機 」 展 示 の 公開 が 行わ れ ま し た 。「 つ く 本 物 の 口 ケ / ト が 3 や っ て さ 7 だ 
ば で 見 つけ た ! 宇宙 の 扉 ]」 を キャ ッ チ フ ー 
レー ズ に し た 特別 公開 は 、 過 去 最高 の 
9970 名 が 来場 し 、 大 盛況 の うち に 閉 
幕 。「H-I ロ ケッ ト 実 機 」 は 現在 、 常設 展 
示 と な っ て お り 、 特 別 公開 日 以外 で も 
見 学 す る こと が で きま す 。 施設 見 学 の 3075 
詳細 は 、JAXA ウ ェ ブ サイ ト で ご 確認 く 0 人 
だ さい 。 ' か 
http://www.jaxa.jp/visit/tsSukuba/ 連 > 
所 在 地 
〒305-8505 
茨城 県 つく ば 市 千 現 2-1-1 
見 学 の お 問い 合わ せ 
TEL.029-868-2023 


@JR 常 毅 線 | 荒川沖 」 駅 下車 

ー タク シー( 約 15 分 ) 又は 関 鉄 バス 
つく ば エク スプ レス 「 つ くば 」 駅 下車 

ー タク シー( 約 10 分 ) 又は 関 鉄 バス 
ハイ ウェ イ バ ス 「 東 京 駅 」( 八 重 洲 南 口 ) 

ーー 「 つ くば セン ター」 行き [並木 一 丁目 ] 下 車 


2 中 
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